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本研究の独創的な点は、現代社会の家族像の変容を背景に Cancer Trajectory を共に生
きるがんサバイバーと家族員のあり方として、パートナーシップに着眼し、新たな視座でが
んサバイバーと家族員の理解や支援のあり方を探究したことである。高山氏は、文献検討、
パートナーシップの概念分析を行い、概念定義を行い、そのうえでシンボリック相互作用論
を理論的基盤として家族を捉え、研究の枠組みを作成している。本研究では、がんサバイバ
ーと家族員の二者間のパートナーシップを明らかにするために、利点と課題を明確にした
うえでジョイント・インタビューに挑戦し、9組（18名）からデータ収集を行っている。ジ
ョイント・インタビューで収集したデータをシンボリック相互作用論における連携的な行
為が組み合わされていく過程の視点を活用し、二者間の相互作用が失われないような新た
な分析方法を開発した。語りを丁寧に分析して二者間のパートナーシップの現象が説明で
きるように結果を導いたことは優れた点である。研究の成果としては、がんサバイバーと家
族員のパートナーシップは【個人にしかわからない辛さをわかり合う】【気遣いすぎない】
【迷っている時は背中を押す】【“大丈夫”という安心感で支え合う】【お互いに歩み寄りな
がら決める】【力を合わせて治療を乗り越える】【がんと付き合う力を醸成する】の要素で構
成され、パートナーシップ形成のプロセスは、｛相互理解を深め対等な関係を再形成する｝
局面を基盤として｛がんと生きていくために協働する｝局面に移行し成り立っていることを
見出したことである。がんサバイバーと家族員のパートナーシップの中核は【気遣いすぎな
い】であり、個人にしかわからない辛さがあることをお互いが理解していることが重要であ
ること、また、お互いのバランスをとり【“大丈夫”という安心感で支え合う】ことが特徴
であった。パートナーシップは、個人にしかわからない辛さがあることを前提に相互理解を
深め、気遣いすぎない対等な関係を基盤とし、情緒的な支え合いや合意形成、相互協力など
がんと共に生きていくための協働の過程を通してがんと向き合う力を醸成している状態で
あると概念定義を行い新たな知見をもたらしたと考える。審査の過程では、家族と家族員の
捉え方等についての質疑応答がなされ、今後の研究の発展に向けての助言を得た。本研究は、
がんサバイバーと家族員のパートナーシップについての知見を深化させ、臨床実践の場に
がんと付き合う力を高めることを目指した新たな看護援助方法を示唆するとともに、今後
のがんサバイバーの家族像と、がんサバイバーと家族を一体として理解する視点を提案し、
教育や実践に活用する礎を築いたと評価できた。 
以上のことから、本審査委員会は、博士論文審査基準に基づき提出論文を審査した結果、
本研究は、研究テーマの着眼点、独創性、研究へ着実な取り組み、丁寧な分析過程、論理的
な論証による考察、新規性、研究成果の有効性と実践への発展性、がん看護学発展への学術
的価値があると結論づけ、博士（看護学）の学位授与に値する研究成果であることを認めた。 
 
 
